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は
じ
め
に

私
こ
と
「
南
斗
六
星
子
」
　
の
歩
み
　
　
1
5

第
一
幕
　
幼
少
期
か
ら
学
生
時
代
（
～
二
十
歳
ま
で
）

幼
少
期
の
思
い
出
・
二
編

ラ
ン
プ
と
小
灯
の
下
で

上
野
隆
君
と
の
遊
近

出
席
日
数
が
足
り
な
い

〔
学
生
時
代
〕

農
学
校
か
ら
農
林
専
門
学
校
へ
　
　
5
1

〝
あ
ら
た
〟
で
出
会
っ
た
「
よ
き
師
」
た
ち
の
言
葉

戟
後
の
混
乱
期
－
ア
ニ
フ
・
カ
ル
ト
　
　
6
5

三
浦
虎
六
先
生
と
渋
谷
正
健
先
生
　
　
6
7

「
農
協
運
動
」
　
の
道
に
た
ど
り
着
く
ま
で

「
迦
近
」
　
の
あ
り
が
た
さ
　
　
8
1

第
二
幕
　
農
協
連
時
代
・
前
期
（
二
十
歳
～
二
十
八
歳
ま
で
）

県
農
協
連
に
就
職
す
る
　
　
8
9

虎
六
先
生
と
虎
二
さ
ん
。
鹿
児
島
で
の
出
会
い
　
舛

落
選
の
た
た
り
二
十
年
　
　
9
7

勇
躍
－
・
大
隅
の
地
へ
、
『
三
国
志
』
を
携
え
て

農
協
草
創
期
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
学
ぶ

〔
農
業
研
修
所
〕

「
農
業
研
修
所
」
の
一
期
生
に
選
ば
れ
る

束
畑
四
郎
先
生
の
思
い
出

あ
あ
、
大
槻
正
男
先
生

松
村
正
治
さ
ん
の
．
こ
と



181197191

第
三
幕
　
農
協
連
時
代
・
中
期
（
二
十
九
歳
～
四
十
四
歳
ま
で
）

君
は
去
る
べ
き
だ
！
　
去
れ
っ
ー
・
　
1
4
7

難
航
し
た
果
樹
園
芸
課
長
就
任
　
1
5
7

沖
縄
み
か
ん
貿
易
の
再
生
と
県
果
樹
協
会
の
設
立
　
脇

泣
い
て
笑
っ
た
「
一
揆
」
の
人
々
　
1
7
1

「
お
辞
め
に
な
る
潮
時
で
は
…
…
」

第
四
幕
　
農
協
連
時
代
・
後
期
（
四
十
四
歳
～
六
十
歳
ま
で
）

信
連
推
進
部
長
へ
、
そ
し
て
参
事
へ

午
年
生
ま
れ
の
農
協
連
「
三
人
組
」

「
九
州
地
区
農
協
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立
　
2
0
3

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
た
「
マ
ン
パ
ワ
ー
計
画
」

学
経
常
務
制
の
導
入
と
常
務
就
任
　
2
1
1

大
不
祥
事
「
鹿
児
島
市
農
協
事
件
」

「
は
ち
ま
ん
語
録
」
　
　
2
2
3

に
対
処
す
る

農
協
連
を
去
る
に
あ
た
っ
て

感
動
し
た
役
員
退
任
セ
レ
モ
ニ
ー

「
新
樹
燃
ゆ
…
⊥
－
退
任
あ
い
さ
つ
状
1
　
2
3
9

第
五
幕
　
還
暦
か
ら
古
稀
へ
　
（
六
十
歳
～
七
十
歳
ま
で
）

〔
鹿
児
島
総
合
研
究
所
〕

「
鹿
児
島
総
合
研
究
所
」
に
四
年
余
り

専
門
学
校
の
校
長
に
招
か
れ
る
　
2
4
7

「
月
齢
の
時
代
」
へ
　
獅

〔
食
文
化
関
係
〕

「
か
ご
し
ま
の
食
を
語
る
会
」
　
の
こ
と

「
美
し
い
食
の
姿
」
を
　
2
6
1

「
食
の
神
話
」
＝
そ
の
ウ
ソ
と
真
実
＝

「
焼
酎
の
五
徳
談
義
」
　
　
2
7
3

「
四
季
桜
」
　
の
仇
を
「
新
政
」
　
で
∵

7くノ28
／b2
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292315

329

331

本
格
焼
酎
【
敬
天
愛
人
＝
は
か
り
飲
み
＝
】
を
造
る

筍
の
王
様
『
緑
竹
』
が
登
場
　
2
8
6

〔
有
機
農
業
関
係
〕

一
楽
照
雄
さ
ん
と
平
瀬
実
武
さ
ん
の
思
い
出

〔
九
州
農
村
文
化
協
会
〕

「
生
活
農
業
論
」
つ
れ
づ
れ
草
　
2
9
8

第
六
幕
　
残
し
て
お
き
た
い
も
の

純
心
学
園
P
T
A
の
思
い
出

純
心
短
大
学
長
・
河
野
純
徳
先
生
の
思
い
出

場
呼
！
　
湯
前
　
巌
さ
ん
　
3
1
9

塗
木
春
志
さ
ん
を
偲
ぶ
　
弼

「
恕
」
　
の
人
・
重
吉
柴
五
郎
さ
ん

私
の
「
尊
厳
死
」
運
動
（
そ
の
こ
　
～

日
台
農
協
の
姉
妹
盟
約
も
の
が
た
り
（
そ
の
一
）
．
～

前
田
正
名
翁
の
墓
に
た
ど
り
つ
く

「
あ
ら
た
A
二
六
会
」
　
の
こ
と

納
骨
堂
も
い
っ
し
ょ
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

放
任
方
寿
さ
ん
へ
の
弔
辞
　
3
6
5

南
日
本
新
聞
夕
刊
「
思
う
こ
と
」
三
編

l′L
U

つ
▲
J

n
7
／0ユ
J

南
日
本
新
聞
「
論
点
」
－
農
人
の
世
界
は
循
環
と
共
生

第
七
幕
　
半
生
を
顧
み
て

私
の
宗
教
観
　
5
8
1

私
の
闘
病
体
験
と
健
康
管
理

私
と
お
金
と
の
つ
き
あ
い

私
と
政
治
活
動

私
の
趣
味



第
八
幕
　
わ
が
家
族

妻
・
京
子
と
結
婚
す
る

京
子
は
下
宿
屋
の
オ
カ
ミ
さ
ん

自
宅
を
新
築
－
借
家
住
ま
い
－
マ
ン
シ
ョ
ン
へ

朋
子
と
周
朗
に
つ
い
て
の
覚
え
書

年
譜

亡
き
母
の
故
郷
を
訪
ね
て

7RJ
／4

あ
と
が
き

装
憤
　
片
平
美
保

第
一
幕
　
幼
少
期
か
ら
学
生
時
代

（
～
二
十
歳
ま
で
）


